
定住自立圏構想 （医療・福祉）作業部会の検討状況 
 

１．これまでの検討経過 

年月日 項目 内容 

平成２３年２月２８日 作業部会の開催 部会長選出、連携想定事業の内容確認等 

     ３月１６日 現状・課題等の照会 連携想定事業について、現状・課題等の整理 

     ４月 ７日 実施方向性を検討整理 連携想定事業の実施の方向性について、早期実施、

継続協議、除外するか等について整理 

     ４月１９日 作業部会の開催 上記の件についての検討、協定書記載事項につい

ての照会依頼等 

     ４月２２日 協定書記載事項の作成 協定書の記載事項について、作業部会の案を作成

 

２．協定書の記載事項の案について 

 ＜医療＞（１）救急医療体制の確保 

取組内容 帯広市の役割 町村の役割 

圏域の救急医療体制を確保す

るため、圏域唯一の三次医療機

関である救急救命センターの維

持・充実を図るとともに、患者

の症状に応じた適切な医療機関

の利用の啓発に努める。 

ア 救急医療体制の維持を図るた

め、医療機関に対して、必要な

協力及び支援を行う。 

イ 適切な救急医療機関の利用に

ついて、住民に啓発を行う。 

ア 救急医療体制の維持を図るた

め、医療機関に対して、必要な

協力及び支援を行う。 

イ 適切な救急医療機関の利用に

ついて、住民に啓発を行う。 

 ＜医療＞（２）地域医療体制の充実 

取組内容 帯広市の役割 町村の役割 

圏域の地域医療体制の充実を

図るため、圏域内における医療

従事者の確保に努めるととも

に、圏域が抱える地域医療の課

題解決に向けた検討をすすめ

る。 

ア 圏域内の看護師などを確保す

るため、看護学校などに対して、

必要な協力及び支援を行う。 

イ 検討会議を主催するなど圏域

が抱える地域医療の課題解決に

向け、町村と連携して取組をす

すめる。 

ア 圏域内の看護師などを確保す

るため、看護学校などに対して、

必要な協力及び支援を行う。 

イ 帯広市が主催する検討会議に

参加するなど圏域が抱える地域

医療の課題解決に向け、帯広市

と連携して取組をすすめる。 

＜福祉＞（１）地域活動支援センターの広域利用の促進 

取組内容 帯広市の役割 町村の役割 

障害者の自立と社会参加の促

進を図るため、地域活動支援セ

ンターの広域利用をすすめる。 

ア 地域活動支援センターの広域

利用に関する連携に努める。 

イ 連携に関する調整や助言を行

う。 

地域活動支援センターの広域利

用に関する連携に努める。 

 ＜福祉＞（２）保育所の広域入所の充実 

取組内容 帯広市の役割 町村の役割 

日常生活圏の拡大や住民ニー

ズの多様化に対応した保育所の

広域入所など圏域の子育て支援

の取組をすすめる。 

保育サービスの充実を図るとと

もに、保育所の広域入所に関する

連携に努める。 

保育サービスの充実を図るとと

もに、保育所の広域入所に関する

連携に努める。 

資料 ６ 




